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胴

ロ
ー
マ
に
於
け
る
民
事
訴
訟
は
、
通
常
訴
訟
手
續

と
職
権
審
査
手
續

と
の
二
つ
に
大
別
せ
ら
れ
る

・
前
者
は
・

そ
の
根
本
に

於

て
私
力
と
公
力
と
の
聯
合

に
よ
る
制
度
で
あ
つ
て
、
訴
訟
は
法
務
官

(
p
r
a
e
t
o
r

)
の
面
前
に
於
て
行
は
れ

る
法
廷
の

(
i
n
 
 
i
u
r
e

)

手
續

と
、
當
事
者
が
選
定
し
法
務
官
よ
り
授
権

せ
ら
れ
た
私
人
た
る
審
判
人

(
i
u
d
e
x

)

の
面
前
に
於
け
る

(
a
p
u
d
 
i
u
d
i
c
e
m
,
 
i
n

i
u
d
i
c
i
o

)
手
續

と
に
分
れ
て
ゐ
る
の
を
特
色
と
す
る
。

法
廷
手
續

に
於

て
争
窯
決
定

(
l
i
t
i
s
 
c
o
n
t
e
s
t
a
t
i
o

)
を
爲
し
、
そ
れ
に
基

い



て
審
判
人
が
審
判
手
續

に
於

て
事
實
を
審
査
し
判
決
を
爲
す
の
で
あ
つ
た
。
之
に
反
し
後
者
は
專
ら
公
権

に
ょ
る
手
續
で
あ
つ
て
、

法
廷
手
續

と
審
判
手
續

と
の
区
別

な
く
、
全
訴
訟
を
官
吏
が
主
宰
し
た
。

9

船
田
教
授
、
羅
馬
私
法
提
要
二
〇
六
頁
以
下

(
昭
和
一
六
年
)
、
戸
倉
教
授
、
羅
馬
法
概
論
三
八
九
頁
以
下
(
昭
和
一
五
年
)
。

④

通
常
訴
訟
手
続

の
法
廷
手
續

は
、

最
初
當
事
者
が
法
の
規
定
す
る
特
定
の
言
語
及
び
動
作
を
用
ひ
て
之
を
行

つ
た
が
、

紀
元

前
二
世
紀
の
後
半
よ
り
當
事
者
が
方
式
書
を
用
ひ
る
こ
と
と
な
つ
た
.

前
者
を
法
律
訴
訟

(
l
e
g
i
s
 
a
c
t
i
o

)
手
續

と
呑
ひ
、

後
者
を

方
式
書

(
f
o
r
m
u
l
a

)
訴
訟
手
續

と
云
ふ
。

方
式
書

と
は
、
例

へ
ば
、
「
某
を
審
判
人
に
指
名
す
。
原
告
甲
は
被
告
乙
に
銀
製
卓
子
を
寄
託
し
た
り

(
請
求
原
因
の
主
張
)。
さ

れ
ば
被
告
乙
は
原
告
甲
に
該
銀
製
卓
子
を
返
還
す
可
し

(
原
告
の
主
張
)。

審
判
人
は
、
右
事
實
明
白
な
ら
ば
、

被
告
に
対
し

て
該

卓
子
の
価
格

に
相
當
す
る
金
額
に
就
い
て
原
告
に
賠
償
す
可
し
と
判
決
す
可
く
、
若
し
明
白
な
ら
ざ
れ
ば
被
告
を
菟
訴
す
可
し

(
制

決
権
の
付
與
)」
と
い
ふ
如
き
も
の
で
あ
殉
・

望

。
↓

法
に
於
て
は
草

く
よ
り
法
律
問
題
と
妻

間
響

が
対
立

し
・
法

律
問
題
は
、
事
實
を
如
何
に
発
見

す
る
か
の
條
件
附
に
て
、
法
廷
手
續

に
於
て
事
實
問
題
の
決
定
に
先
行
し

て
決
定
せ
ら
れ
、
審
判

手
續

に
於
て
は
、
主

と
し
て
事
實
問
題
を
取
扱

つ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
た
る
證
據
法
は
、
審
判
手
續

に
於

て
問
題

と
な
る
の

で
あ
つ
た
が
、
審
判
手
續
自
體

は
法
律
訴
訟
手
綾
と
方
式
書
訴
訟
手
續

と
の
両
者
を
通
じ
て
そ
の
主
要
點
は
同

一
で
あ

つ
叙
。

⇔
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.



②

職
権
審
査
手
續

は
、
は
じ
め
通
常
訴
訟
手
續

に
対
す

る
特
別
審
理
手
續

と
し
て
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
殊
な
場
合
に
つ
い
て
の
み
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
手
續
が
便
宜

で
あ
つ
た
爲
め
次
第
に

発
達

し
、
元
首
の
権
力
が
共
和
政
を
塵
倒
し
て
盛

と
な
り
官
憲

の
権
力
が
強
大
に
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
手
續
が
通
常
訴
訟
手
續

を

㈲

次
第

に
堅
倒
し
、
第
四
世
紀
頃
以
後
即
ち
後
期
帝
政
時
代
に
は
こ
の
手
續

の
み
が
淺
る
こ
と
と
な
つ
た
。

事
實
の
審
査
に
グ
い
て
、
通
常
訴
訟
手
綾

と
職
権
審
査
手
續

と
の
間

に
於
け
る
注
目
す
べ
き
差
異
は
、
事

實
の
審
査
を
爲
す
者
が

通
常
訴
訟
手
續

に
於

て
は
專
門
的
職
業
的
な
裁
判
官

に
あ
ら
す
し
て
、
各
場
合

に
つ
き
當
事
者
に
よ
つ
て
選
ば
れ
る
私
人
で
あ
つ
た

の
に
対
し
、
職
権
審
査
手
續

に
於
て
は
專
門
的
職
業
的
な
裁
判
官
で
あ
つ
た
こ
、と
で
あ
る
。
後
に
述
ぶ
る
如

く
、

ロ
ー
マ
の
證
據
法

五

は
自
由
心
誰
主
義
よ
り
法
定
證
據

主
義

へ
発
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
私
法
が
硬
化
す
る
と
共
に
、
事
實
の
生
き
生
き
と
し
=

具
体
的

認
識
が
最
早
あ
ま
り
慣
値
を
有
し
な
く
な
り
、
形
式
を
尊
重

す
る
様
に
な
つ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
同
時
に
ロ
ー
マ
文
明
の

㈹

頽
康
と
共
に
裁
判
官
の
独
立
性
公
平
性
が
疑
は
し
く
な

つ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。

法
律
訴
訟
よ
り
方
式
書
訴
訟

へ
の
饗
遷
も
、

既

に
官
憲

の
権
力

の
増
大
を
意
味
す

る
も

の
で
あ

つ
た

I

l
原

本

は

、
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W
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Z

ivilpsozessrechts (1925). 

E
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D

ie 
B

ew
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C
ivilpozesses, SS. 

17, 18 (1860),



一
、
通
常
訴
訟
手
續

に
於
け
る
證
據
法

・

ニ

ロ
ー
マ
法
に
於

て
は
、

ゲ
ル
マ
ン
法

に
於
け
る

一
方
的
な
形
式
的
證
據

法
と
異
り
、

襲
方
的
な
實
質

的
誰
様
主
義
が
行
は
れ

て
を
り
、
そ
の
通
常
訴
訟
手
續

に
は
、
自
由
心
詮
主
義
が
支
配
的
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
爾
當
事
者
は
自
由
に
誰
猿

(本
誰
及
び
反
誰
)

を
提
出
し
、
審
判
官
は
自
由
に
こ
れ
ら
を
判
断
し
て
、
自
己
の
確
信

に
よ
つ
て
事
實
認
定
を
爲
し
た
の
で
あ

る
。
叉
證
據

方
法
に
も

別
段
制
限
は
な
か
つ
た
が
、
よ
く
利
用
せ
ら
れ
た
の
は
人
證

と
書
證

と
で
あ
つ
た
。
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三

①

人
證
證
人

能
力
あ
る
の
は
自
由
人
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
。
し
か
し
民
事
訴
訟
で
は
、
総
て
の
自

由
人
が
證
人
義
務
を
負

つ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。

一
般
に
は
證
人
義
務
を
負
は
す
、
證
人

は
寧
ろ
自
発
的

な
當
事
者
の
補
助
者
で
あ
つ
た
。
例
外
的

に
證
人
義
務
を
負

ふ
の
は
、
公
釜
に
關
す
る
事
項
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
場
合
と
、
法
律
行
爲
の
儀
式
的
證
人

(
S
o
l
e
n
n
i
t
a
t
s
z
e
u
g
e

)
と

な
つ
た
場
合

と
で
あ
つ
た
。
儀
式
的
法
律
行
爲
に
證
人

と
し
て
立
會
つ
た
者
は
、
自
襲
的
に
そ
の
行
爲
の
證
人

と
な
つ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
法
律
行
爲
に
關
す
る
訴
訟
に
於
て
證
人

と
な
る
べ
き
義
務
を
負
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
證
書

が
書
誰
と
し
て
重

要
視
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
は
、
法
律
行
爲
の
證
據
を
確
保
す
る
爲
に
法
律
行
爲
締
結
に
當
つ
て
、
儀
式
的
證
人

を
用
ひ
る
こ
と
、
更

⇔

に
證
書
が
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
も
證
書
を
作
成
し
立
會
つ
た
者
に
讃
八
と
し
て
之
に
捺
印
せ
し
め
る
事
が
屡
行
は
れ
た
。

訴
訟
外
に
於
て
作
成
し
た
證
人
の
供
述
書
も
證
據
能
力
あ
り
と
せ
ら
襲

が
・
馨

橿

は
少
な
き
も
の
と
取
扱
は
れ
た
。
尚
後



に
證
據
法
の
中
心
問
題
と
な
る
證
人

の
数
に
つ

い
て
は
、
未
だ
何
等
の
法
則
が
出
來
て
ゐ
な
か
つ
た
。

四

②

書

誰

ロ
ー
マ
に
於

て
も
東
方
文
化
の
影
響
を
受
け
て
證
書
が
次
第
に

般
に
使
用
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
書
誰
も

證
據

方
法

と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
が
、
當
時
に
於

て
は
未
だ
書
誰
を
人
證

よ
り
重
要
視

す
る

こ
と
は
行
は
れ
な
か
つ

た
。
叉

ロ
ー
マ
法
に
於
て
は
、
書
證

の
成
立
に
つ
い
て
も
そ
の
内
容
の
意
義
に
つ
い
て
も
法
定
の
法
則
は
存

在
せ
す
、
叉
公
文
書
私

文
書

の
證
據
法
上
の
匹
別
も
存
せ
す
し
て
両
者
共

に
自
由
心
誰
に
よ
り
評
価

せ
ら
れ
て
ゐ
た
。

五

③

宣

誓

こ
れ
ら
自
由
心
誰
主
義
の
法
則
に

、伍
し
て
.
宣
誓
の
制
度
が
あ
つ
た
。
こ
れ
、
宗
教
的
制
裁
が
世
俗
の
権
力
に

よ
る
制
裁
よ
り
も
有
敷
で
あ
つ
た
時
代
の
遺
物
、

と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

宣
誓
に

は
三
種
が

あ
つ
た
。
任
意
的
宣
誓

必
要
的
宣
誓

及
び
司
法
的
宣
誓

で
あ
る
。
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ivil 

Procedure, 
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イ
、
任
意
的
宣
誓
は
、
當
事
者
の
合
意
に
基
く
宣
誓
で
あ
る
。
争

あ
る
法
律
関
係

自
盟
叉
は
事
實
を
確
定
す
る
爲
め
に
、
當
事
者

の

一
方
が
宣
誓
を
爲
す
べ
き
事
を
訴
訟
外
叉
は
訴
訟
中
に
於
て

(法
廷
手
續

中
の
み
な
ら
す
審
判
手
續

中

に
於

て
も
)
兩
當
事
者
の

合
意
に
よ
つ
て
定
め
得
た
の
で
あ

つ
て
、
か
、
る
合
意
に
基
い
て
訴
訟
外
叉
は
訴
訟
内
に
於
て
宣
誓
を
爲
し
、
叉
は
こ
れ
を
拒
絶
し

た
と
き
は
、
訴
訟
上
も
、
そ
の
宣
誓
叉
は
宣
誓
の
拒
絶
に
よ
る
、・
法
律
関
係

叉
は
事
實
の
確
定
の
効
果
を
、
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
、
寧
ろ
實
体
法
上
の
問
題
で
あ
つ
て
、
訴
訟
上
の
問
題
で
は
な
い
。

ロ
、
必
要
的
宣
誓
は
こ
れ
に
反
し
、
法
廷
手
續

に
於
て
請
求
自
禮
に
つ
い
て
、

原
告
よ
り
被
告
に
対
し

要
求
す
る
宣
誓

で
あ

つ
て
、
強
制
的
効
力

を
有
し
て
ゐ
た
。
部
ち
、
こ
の
宣
誓
要
求
は
原
告

の
み
が
こ
れ
を
爲
し
得
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
要
求
あ
り
た
る
場
合
に
は
、
被
告
は
自
ら
宣
誓
を
爲
す
か
、
叉
は
原
告
に
対
し
宣
誓
の
反
対
要
求
を
爲
す
ご
ぜ

を
要
し
た
。
而
し
て
、
被
告
が
宣
誓
を
爲
す
か
、
叉
は
原
告
が
反
対

要
求
を
受
け
な
が
ら
宣
誓
を
爲
さ
ざ
る

と
き
は
、
被
告
に
有
割

に
、
叉
被
告
が
要
求
を
受
け
な
が
ら
宣
誓
を
も
反
対
要
求
を
も
爲
さ
ざ
る
か
、
叉
は
原
告
が
反
対

要
求
に
應
じ

て
宣
誓
を
爲
し
た
望

き
は
、
原
告
に
有
利
に
、
請
求
自
體

が
確
定
的
に
定
ま
る
の
で
あ
つ
て
、
判
決
を
爲
す
要
な
く
、
そ
れ
の
み
で
訴
訟
が
終
了
し
た
。

尤
も
こ
の
必
要
的
宣
誓
の
許
さ
れ
た
の
は

一
定
の
場
合

(請
求
の
當
否
が
軍
純
な
事
實
問
題
の
肯
定
叉
は
否
定
に
か
～
り
、
從
つ
っ

宣
誓
要
求
が
良
心
に
対
す

る
強
い
塵
迫
と
な
ら
す
又
判
衛
誤
り
の
危
険
も
大
で
な
い
場
合
、
例

へ
ば
確
定
金
銭
債
権
、
特
定
物
請
求

B
ethm

annH
ollw

eg, 
op. 

cit., 
B

d.  
If 

SS. 
572-585; 

E
ndem

ann, 
op. 

cit., 
SS. 

441-453; 
E

ngelm
ann, 

op. 
ci 

B
d. 

II_ . 
2, 

SS. 
115-119, 

T
ranslation. 

op. 
cit., 

pp. 
357-361; 

W
enger, 

op. 
cit., 

pp. 
119-123.
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に
關
す
る
訴
)
に
限
り
、
そ
の
許
さ
れ
る
場
合
は
漸
次
様
張
せ
ら
れ
た
が
、
無
制
限
に
擾
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。

㊨

必
要
的
宣
誓
と
は
、
任
意
的
宣
誓
に
対
す
る
。
即
ち
、
宣
誓
を
要
求
せ
ら
れ
た
者
の
自
由
意
思
に
基
か
な
い
、
の
意
で
あ
る
。

ハ
、
司
法
的
宣
誓
と
は
右
と
異
な
り
、
審
理
手
續

に
於
て
審
判
人
に
よ
つ
て
科
せ
ら
れ
た
宣
誓
で
あ
つ
て
、
必
要
的
宣
誓
の
如
く

判
決
の
代
用
物
で
は
な
く
、
證
據

方
法
で
あ
つ
て
、
審
判
人
が
事
實
に
つ
き
確
信
を
得
る

一
つ
の
材
料
で
あ
つ
た
。
こ
の
宣
誓
は
審

判
人
が
、
自
ら
進
ん
で
叉
は
當
事
者

(何
れ
の
當
事
者
た
る
を
問
は
な
い
)
の
申
立
に
よ
り
、
訴
訟
の
状
態

に
應
じ

て
そ
の
自
由
判

断
に
基
づ
き
、
い
つ
れ
の
當
事
者
に
宣
誓
を
命
す
べ
き
か
を
決
し
て
科
し
た
の
で
あ
つ
た
。
尤
も
こ
の
證
據

方
法
は
補
充
的
に
用
ひ

ら
れ
た
。
こ
の
宣
誓
叉
は
宣
誓
の
拒
絶
の
證
據
価
値

を
如
何
に
決
す
る
か
も
、
審
判
人
の
自
由
心
誰
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

が
、
多
く
の
場
合
審
判
人
は
之
等
を
尊
重

し
て
宣
誓
を
爲
し
た
者
に
有
利
に
、
宣
誓
を
拒
絶
し
た
者
に
不
利

に
事
實
判
断
を
爲
す
を

、

常

と
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
元
來
司
法
的
宣
誓
は
、
必
要
的
宣
誓
の
経
験
、
即
ち
宣
誓

に
よ
り
事
件
を
實
禮
的

に
正
當
に
虜
理
し
た
も
の

と
考

へ
得
る
可
能
性
を
、
證
據

資
料

と
し
て
利
用
せ
ん
が
爲
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
當
然
の
こ
と
で
あ
る

以
上
三
種
の
宣
誓
の
中
、
司
法
的
宣
誓
は
眞
實
護
見
の
資
料

と
し
て
の
宣
誓
、
即
ち
誰
様
と
し
て
の
宣
誓

で
あ
る
か
ら
、
之
を
證

據
宣
誓

と
呼
ぶ
に
対
し
、
前
二
者
は
、
當
事
者
の
行
爲
に
よ
り
裁
判
所
に
よ
る
眞
實
の
調
査

を
不
必
要
な
ら
し
む
る

も
の
で
あ
つ
て
、
之
を
仲
裁
宣
誓

と
呼

 E
ndem

ann, 
op. cit., SS. 447, 448; Schw

artz, 
V

ierhundert 
Jahre, deutscher 

C
ivilprozessG

esetzgebung, 
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(1898); W
enger, op. cit., p. 

199, note 37. 
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訴
訟
法
上
問
題

と
す
べ
き
必
要
的
宣
誓

と
司
法
的
宣
誓
と
を
比
較
す
る
に
、
必
要
的
宣
誓
は
、
當
事
者
よ
り
當
事
者
に
野
し
要
求

す
る

も
の
な
る
に
反
し
、
司
法
的
宣
誓
は
、
・審
判
人
が
要
求
す
る

も
の
で
あ

る
。
更
に
叉
、
必
要
的
宣
誓
は
、
請
求
自
体
即
ち
法
律
的
判
断
に
つ
い
て
の
宣
誓
、
即
ち
権
利
宣
誓

で
あ
る
に
対
し

司
法
的
宣
誓
は
、
事
實
に
つ
い
て
の
宣
誓
、
郎
ち
事
實
宣
誓

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
区
別
は
、
宣
誓
の
其
の
後

の

磯
展
に
於
て
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

六

職
権
審
査
手
續

に
於
て
も
、

初
め
は
自
由
心
證
主
義
が
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、

疹
其
荊
払
時
代
と
な
る
や
徐

々
に
法
定
證
據

主

義
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た

ヂ

オ
ク
レ
チ
ア
ヌ
ス

の
多
く
の
法
令
は
樹
自
由
心
誰
主
義
の
継
続

せ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
が
、

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス

の
多
く
の
法
令
は
法
定
證
據

主
義
に
基
く
規
定

を
有
し
、
そ
の
後

の
皇
帝
は
之

に
從

つ
た
。

こ
れ
、

一
方
に
於
て
裁
判
官
の
專
恣
を
制
限
せ
ん
と
考

へ
た
る
と
、
他
方
に
於
て
総
て

の
證
據
法
上
生
じ
得
る
不
正

(慣
誰
、
證
書

の
儒
造
等
)
を
法
律
を
も
つ
て
匡
正
せ
ん
と
考

へ
た
の
に
よ
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
法

則
自
體

が

一
部
分
は
却
つ
て
甚
だ
專
恣
的
な
も
の
で
あ
つ
ナ

(a 
parte 

parti  delatum
)

(a iudice 
delatum

)

(R
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(T
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S
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7
2
 
(
1
8
6
6
)

七

①
人
證

及

び
書
證

一
人

の
證
人

の
證
言

は
證
據

と
な

ら
㌻

(
t
e
s
t
i
s
 
u
n
u
s
,
 
t
e
s
t
i
s
 
n
u
l
l
u
s

)

と
の
法

則

を

作

つ
た

の
は

コ

ン

ス

タ

ン

チ

ヌ

ス

で
あ

つ

て
、

こ
れ

、

後

世

の
法

定
證
據

法

の
基

本

原

則

た

る

「
二

人

の
信

用

し

得

べ
き
證
人

の
證
言

が
完

全

な

る

證
據

を

爲

す

」

と

の
法

則

の
基

礎

を

爲

す

。

一
人

の
證
人

の
證
言

は
證
據

と
な

ら

す

と

の
法

則

は

、

聖
書

に
そ

の
源

を

有

し

、

キ

リ

ス

ト
教

徒

た

る
皇

帝

が

こ

れ

を

世
俗

の
法

と

し

て
採

用

し
た

も

の

で
あ

る
。

e

奮
課
。

ミ
ン
ス
ゥ
紀
略

三
十
五
章

三
十
節

「
凡
て
人
を
殺
せ
る
者
す

な
は
ち
故
殺
人
は
、
證
人

の
ロ
に
し
た
が
ひ

て
殺
さ
る
べ
」
9
然
ど
、

只

一
人

の
證
人

の
言
に
し
た
が
ひ
て
人
を
殺
す

こ
と
を
、
爲
べ
か
ら
ず
。
」

シ
ン
メ
イ
記
十
七
章
六
節

「
殺
す

べ
き
者
は
、
二
人

の
誰
入
ま
た
は
三
人

の
證
人

の
ロ
に
依

て
、

こ
れ
を
殺
す
べ
し
。

惟

一
人

の
證
人

の
口

の
み
を
も

て
こ
れ
を
殺
す

こ
と
は
、
爲
す
べ
か
ら
ず
。
」

同

十
九
章
十
五
節

「
何

の
悪

に
も
あ
れ
、
凡

て
そ
の
犯
す

と
こ
ろ
の
罪
は
、
只

一
人
の
證
人

に
よ
り

て
定
む
べ
か
ら
す
。

二
人

の
證
人

の
ロ
に
よ
り
、
ま
た
は

三
入

の
證
人

の
口
に
よ
り
て
、
そ

の
事
を
定
む
べ
し
。
」

新
課
。

マ
タ
イ
傳
十
八
章

十
六
節

「
も
し
聴
ず
ぱ
・
雨
三
人

の
ロ
に
由

」
謹
を
な
し
・
凡

の
言
を
定

ん
が
爲
に

一
人

二
人
を
件

ひ
鯵

。
」

ヨ
ハ
ネ
傳

八
章
十
七
節

「
二
入

の
證
は
眞
な
り
と
、
爾
曹

の
律
法

に
録
さ
れ
た
リ
。
」

コ
リ

ン
ト
後
書
十
三
章

一
節

「
我

い
ま
第

三
次

な
ん
ぢ
ら

に
至
ら
ん
。

二
人
あ
る
ひ
は

三
人
の
證
人

の
ロ
に
愚

て
、
凡

の
事
定
む
べ
し
。
」

テ
モ
テ
前
書
五
章
十
九
節

「
長
老
を
訴
る
者

の
あ
ら
ん
に
、
二
人

三
人
證
入
な
く
ば
、
納

べ
か
ら
ず
」

ヘ
ブ
ル
書
十
章

二
十
八
節

「
モ
ー

セ
の
鱗
海
を
慶
る
者
・
も

し
二

三
人

の
誰
あ
ら
ば
・
恤

ま
る
る
こ
と
無
し

て
死
べ
し
。
」

八

コ
ン

ス

タ

ン
チ

ヌ

ス

の
時

代

に
は

未

だ
人
證

よ

り
書

誰

を

重

ん

す

る
法

則

は
出

來

上

つ
τ

ゐ

な

か

つ

た

が
、

書

謹

の
価
値

を

重

ん
す

る
思

想

が
東

方

よ

め
傳

來

し
、

ユ
ス
チ

昌

ア

ヌ

ス

(
I
u
s
t
i
n
i
a
n
u
s
,
 
5
2
7
-
5
6
5

)

の
法

律

に
於

τ
は
、

明

ら

か

に
書

誰

に

優

先



櫻
を
與

へ
た
。
債
務
の
成
立
が
書
謹
を
以
つ
て
立
證

せ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
辨
濟

の
立
證

に
は
五
人
の
證
人

を
必
要
と
す
る
と
し

た
の
で
あ
つ
た

叉
書
誰
の
成
立
及
び
誰
振
・力
に
つ
き
諸
種
の
法
則
が
作
ら
れ
た
。
例

へ
ば
公
證
人

が
、
そ
の
作
成
し

た
る
證
書

の
眞
正
を
、
裁
判
所
に
於
て
宣
誓
の
上
證
言

し
た
る
と
き
は
、
そ
の
書
誰
は
完
全
な
る
誰
様
力
を
有
し
、
叉
私
文
書

に
つ

い
て
も
・
三
人
の
證
人
が
之
に
署
名
し
、
裁
判
所
に
於
て
宣
誓
の
上
こ
れ
を
證
言

し
た
と
き
は
、
右

と
同
等

の
證
據

力
を
有
す
る
と

せ
ら
れ
た
。

ユ
ス
チ

昌
ア
ヌ
ス
の
時
代
に
初
め
て
、
総
て
の
自
由
人
が
證
人

義
務
を
負
ふ
事
と
な
つ
た
。
し
か
し
、
近
親
者
間
及
び
奴
隷
よ
り

自
由
人
と
せ
ら
れ
た
者
と
主
人
と
の
間
に
於
て
は
、
相
互
に
證
言
を
強
制
せ
ら
れ
る
事
は
な
か
つ
た
。
叉
證
言

の
證
據

力
も
身
分
、

資
産
等
に
ょ
つ
て
異
な
つ
た
。
例

へ
ば
貴
族
、
役
人
、
富
豪
は
無
條
件
に
證
言
の
贅
格
が
あ
つ
た
が
、
之
に
反
し
微
賎
の
者
の
證
言

は
・
同
等
の
階
級
の
者
に
信
用
に
値
す
と
表
明
せ
ら
れ
た
場

、
及
び
拷
問
の
結
果
證
言

し
た
場
合
に
の
み
、
信
用
せ
ら
れ
た

日四

奴
隷
に

つ
い
て
も
、
拷
問

の
結
果

と
し
て
の
陳
述
は
證
據

と
せ
ら
れ
た

九

②

宣

誓

宣
誓
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
自
由
心
誰
主
義
よ
り
法
定
證
據

主
義

へ
の
韓
向
を
見
る
こ

と
が
出
來
る
。
法
廷
手

績
と
審
理
手
續

と
の
区
別
が
な
く
な
る
や
、
次
第
に
法
廷
手
縛
に
於

て
用
ひ
ら
れ
た
必
要
的
宣
誓
と
、
審
理
手
續

に
於
て
行
は
れ
五

(tabellio)
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司
法
的
宣
誓

と
が
融
合
し
て
、
漸
た
な

一
つ
の
宣
誓
が
出
來
上
つ
た
。

そ
れ
は
、
事
實
に
つ
い
て
の
證
據
方
法
と
し
て
の
み
許
さ
れ
、
判
決
の
代
用
を
爲
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
叉
特
定
種
類
の
事
件

に
限
ら
す
、
如
何
な
る
事
件
に
於
て
も
用
ひ
ら
れ
た
。
こ
の
宣
誓
は
、
原
告
よ
り
の
み
で
な
く
被
告
よ
り
も

(
抗
辯
事
實
に
つ
き
)

相
手
方
に
要
求
し
得
、
裁
判
所
は
そ
の
要
求
を
許
す
の
み
な
ら
す
、
自
ら
も
之
を
命
じ
得
た
。
而
し
て
そ
の
要
求
、
下
命
、
履
行
、

拒
絶
、
反
対

要
求
等
に
つ
い
て
、
詳
し
い
法
則
が
出
來
上
つ
た
。
そ
の
前
時
代
の
司
法
的
宣
誓

と
異
な
る
主
要
黙
は
、
前
時
代
の
そ

れ
は
少
く
と
も
理
論
上
は
自
由
心
誰
主
義
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
宣
誓
に
つ
い
て
は
法
定
證
據

主
義
行
は
れ
、
裁

判
官
が
、
宣
誓
の
履
行
叉
は
拒
絶
の
効
果
を
、
自
由
に
判
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る

宣
誓
を
履
行
し
た
と
き

は
、
そ
の
宣
誓
の
目
的
た
る
事
實
に
基
き
判
決
を
爲
す
こ
と
を
要
し
、
宣
誓
を
拒
絶
し
た
る
と
き
は
、
そ
の
宣
誓
の
目
的
た
る
事
實

の
反
対

に
基
き
判
決
を
爲
す
こ
と
を
要
し
た
の
で
あ
る

而
し
て
こ
の
新
た
に
出
來
た
宣
誓
を
も
、
必
要
的
宣
誓
と
呼
ん
だ
。

樹
當
時
に
於

て
も
、
任
意
的
宣
誓
、
舊
時
代

の

(
仲
裁
宣
誓
と
し
て
の
)
必
要
的
宣
誓
、

及
び
司
法
的
宣
誓
も
残
存
し

て
ゐ
た
も

の
の
如
く

で
あ
る
が

.
重

要

な

の
は

こ

の
薪

ら
し
く
出
來
た

(
證
據
宣
誓

と
し

て
の
)

必
要
的
宣
誓
で
あ
つ
た
。

E
ngelm

ann, 
op. 

cit., 
B

d. 
I. 

2, SS. 
117,  118, T

ranslation, 
op. 

cit., pp. 359, 360; 
E

ndem
ann, 

op. cit., 
SS. 450-453. 

W
enger, 

op. 
cit., 

p. 
200, note 

40; 
Planck, 

L
ehrbuch 

des 
deutschen 

C
ivilprozessrechts, 

B
d. 

I, 
S. 

288 (1896). 

E
ngelm

ann, 
op. 

cit., 
B

d. 
I. 

2, 
S. 

118, T
ranslation, 

op. 
cit., 

p. 360. 

W
enger. 

op. 
cit., 

p. 297; Flanck, 
L

ehrbuch, 
B

d. 
I, 

S. 
288.

(B
ethm

annH
ollw

eg, 
op. 

cit., 
B

d. 
I, 

S. 
287; 

Planck, 
L

ehrbuch, 
B

d. 
I, 

S. 288)'



第

二

節

ゲ

ル

マ

ン

法

一
〇

ゲ

ル

マ

ン
古

法

に
於

け

る

訴
訟
手
續

は
、

ロ
ー

マ
法

や

現

代

法

に
於

け

る
そ

れ

と
甚

だ

し

く

異

つ

て
ゐ

た

。
裁

判

官

は

軍

に
訴

訟

を

指

揮

す

る

の
み

で

あ

つ

て
、

判

決

は

人

民

集
會

自

盟

に
よ

り

、

後

に

は
そ

の
代

表

者

た

る
判

決

人

(
U
r
t
e
i
l
e
r
,
U
r
t
e
i
l
f
i

9

⇔

n
d
e
r

)

に

よ

つ

て
爲

さ

れ

忙
。

そ

の
判

決

は

謹
族

判

決

で
あ

つ

て
、

同

時

に
叉

條

件

附
終
局

判

決

で
あ
つ
た

。

例

へ
ば

、
被

告

に
、

一
定

の
形

式

に
ょ

る
立
證

を

爲

す

か

叉

は
支
払

を

爲

す

旨

の
誓
約

を

爲

す

べ
き

こ

と
を
命

す

る

の
で

あ

る
。

而

し

て
被

告

が

、

そ

の

判

決

に
定

め

ら

れ

九
立
證

に
成

功

す

れ

ば
被

告

勝

訴

と
な

り

、

不

成

功

に
絡

つ
た

と
き

は

、
被

告

は

原

告

に
支
拂

を

爲

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
、

即

ち

原

告

勝

訴

と
な

る

の

で
あ

る
。

e

ゲ
ル

マ
ン
の

一
部
族
た
る

フ
ラ

ン
ク
族

の
裁
判
制
度
に

つ
き
、
久
保
正
幡
教
授
世
良
晃
志
郎
氏
共
課
、
ゾ
ー

ム
、

フ
ラ
ン
ク
法
と

ロ
ー

マ
法
、

課
者
解
説
二
〇
頁
以
下

(
昭
和

一
七
年
)
参
照
。

⇔

ロ
ー

マ
に
於
て
も
p
r
a
e
t
o
r
と
i
u
d
e
xと

の
対
立
は
あ
つ
た
が
、
i
u
d
e
x
は
そ

の
裁
判
権
限
を
p
r
a
e
t
o
rか
ら
授
輿
せ
ら
れ
た
も

の

で
あ
つ
て
、

そ
れ
は
ゲ

ル
マ
ン
に
於
け
る
が
如
き
入
民
と
官
憲
と

の
眞

の
対
立
で
は
な
か

つ
た

(
S
c
h
w
a
r
t
z
,
 
V
i
e
r
h
u
n
d
e
r
t
 
J
a
h
r
e

d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
C
i
v
i
l
p
r
o
z
e
s
s
G
e
s
e
t
z
g
e
b
u
n
g
,
 
S
.
 
1
5
 
(
1
8
0
8
)

。

立
證

は
裁
判
所
に
対
し

て
爲
す
も
の
で
な
く
、
當
事
者
か
ら
當
事
者
に
対
し
爲
す
も
の
で
あ
り
、
且
古
く
は
裁
判
所

外
に
於

て
裁

判
官
の
監
督
を
受
け
す

に
爲
さ
れ
た
。
立
證

を
爲
す
の
は
、
判
決
に
よ
つ
て
立
證
を
命
ぜ
ら
れ
九
當
事
者
の
み
で
あ
つ
て
、
そ
の
立

誰
が
法
定
の
形
式
を
満
足
せ
し
め
忙
場
合

に
は
、
立
證

に
成
功
し
た
の
で
あ
つ
て
、
相
手
方
の
反
誰
を
許
さ
な

い
。
叉
立
證

者
が
そ

の
形
式
を
満
す
こ
と
を
得
な
か
つ
た

と
き
に
は
、
そ
れ
の
み
で
、
換
言
す
れ
ば
相
手
方
の
立
證
を
要
せ
す
し

て
、
相
手
方
勝
訴
と
な



つ
た
。
叉
そ
の
立
證
は
、
事
實
を
明
ら
か
に
し
裁
判
所
に
事
實
に
つ
い
て
の
確
信
を
得
せ
し
む
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な

く
し
て
、
純
輝
に
形
式
的
に
箏
あ
る
請
求
自
艘
に
つ
い
て
勝
敗
を
決
す
る
の
で
あ
つ
て
、
形
式
的
證
據

主
義

で
あ
る
。

若
し
反
誰
を
許
す

と
す
れ
ば
、

そ
わ
も
形
式
的
要
件
を
満
す

こ
と
に
よ
つ
て
成

立
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

同

一
慣
値
あ
る
本
證
と
反
詮

と

が
矛
盾
す
る

こ
と
と
な
り
、
訴
訟

の
結
末
が
つ
か
な
く

な
る
。

一
闘

一
方
的
立
證

に
成
功
す
れ
ば
勝
訴
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
立
證

を
爲
し
得
る
當
事
者
に
有
利
で
あ
つ
て
、

ロ
ー
マ
法
や

現
代
訴
訟
法
の
立
證
責
任
に
対
し
、
立
證

権
の
観
念
が
成
り
立
つ

而
し
て
こ
の
立
證
権
が
原
則
と
し
て
被

告
に
属
し
た
こ
と
は
疑

ひ
の
な

い
瓢
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
原
告
に
薦
す
ム
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
立
證
権

分
配
に
關
す
る
法
則
如
何

に
つ
い
て
は
、
議
論
が

分
れ
て
ゐ
る
。
有
力
な
説
は
、
眞
實
の
蓋
然
性
の
考
慮
が
標
準
を
な
す
と
す
る
。
即
ち

、
両
當
事
者
の
総
て
の
主
張
、
陳
述
、
提
出

を
比
較
し
て
、
當
該
事
態
に
於

て
よ
り
眞
實
ら
し
さ
を
も
つ
た
主
張
を
爲
し
た
當
事
者
に
、
立
證

櫻
あ
り
と
爲
す
の
で
あ
る

更
に
詳
言
す
れ
ば
、
特
別
な
事
情
な
き
限
り
、
被
告
が
要
誰
事
項

に
つ
き
ょ
り
良
く
知
識
を
持

つ
て
ゐ
る
と
考

へ
、
從
つ
て
原
則

と
し
て
被
告
に
立
證
権

が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
か

、
る
豫
想
を
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
事
項
に
關
す
る
か
、
叉
は
原
告
が
被
告

の

自
由
に
は
な
ら
な
い
よ
り
良
き
證
據
方
法

(
殊
に
人
證
叉
は
書
誰
)
を
提
出
し
、
若
し
く
は
被
告
が
自
白
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
原

B
runner, 

D
eutsche 

R
echtsgeschichte (D

R
G

.), 
2.  A

ufl., 
B

d. 
I, 

S. 256 ff. (1906); 
B

runner-v. 
Schw

erin, 

G
rundziige 

der 
deutschen 

R
echtsgeschichte, 

8. 
A

ufl., S. 22 (1930); 
Planck, 

D
eutsches 

G
erichtsverfahren 

im
 

M
ittelalter (D

G
V

.), 
B

d. 
I, 

S. 
12 ff. (1879); 

E
ngelm

ann, 
op. cit., B

d. 
I. 

1, S. 85 ff., S. 59 ff. (1890), 

T
ranslation, 

op. cit., p. 
142 et seq., p. 

151 et seq.; 
B

ethm
annH

ollw
eg, 

op. cit., B
d. V

j, S. 31 (1868).



告
の
請
求
が
眞
實
ら
し
く
な
つ
た
場
合

に
は
、
立
證

権
が
原
告
に
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

=

一

こ
の
ゲ

ル
マ
ン
の
特
色
あ
る
訴
訟
法
は
、

ゲ
ル
マ
ン
自
由
人
の
強
き
自
己
意
識
に
基

い
て
ゐ
た
。

ゲ
ル
マ
ン
人
は
法
に
服

從
す
る
の
み
で
あ

つ
て
、
他
人
の
判
噺
を
自
己
の
判
噺
よ
り
も
高
き
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
許
す
こ
と
の
出
來
な
い
事
で
あ
つ
た
。

從

つ
て
、
近
代
訴
訟
法

に
於
け
る
が
如
く
、
當
事
者
が
請
求
を
理
由
あ
ら
し
め
る
事
實
の
陳
述
を
爲
し
、
事
實
に
つ
い
て
の
證
據
を

提
出
し
、
裁
判
官

の
爲
す
そ
の
證
據

に
基
く
事
實
判
噺
に
拘
束

せ
ら
れ
る
が
如
き
は
、
認
容
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
か
、
る

自
己
意
識
の
強
い
ゲ
ル
マ
ン
人
の
意
思
に
拘
束
を
加

へ
る
の
は
、
全
艘
の
意
思

の
み
で
あ
つ
て
、
全
体

の
意

思
が
個
人
の
意
思
を
拘

束
す
る
爲
め
に
用
ひ
ら
れ
た
手
段
は
形
式
で
あ
つ
た
。
證
據

に
つ
い
て
も
個
々
の
證
據
方
法
に
つ
き
形
式
を
法
定
し
置
き
、
そ
の
形

式
を
満
す
か
否
か
に
よ
つ
て
、
爾
當
事
者
の
権
利
主
張
の
當
否
を
決
し
た
の
で
あ
つ
た

尤
も
ゲ
ル
マ
ン
の
證
據
法
が
形
式
的
證
據

主
義
を
採
つ
て
ゐ
る
と
云
つ
て
も
,
全
体

と
し
て
は
實
質
的
眞
實
を
全
然
無
視

し
た
も

の
で
は
な
か
つ
た
。
前
に
述
べ
た
如
く
立
證
権

の
分
配
は
、
眞
實
の
蓋
然
性
を
基
礎

と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
證
據

方
法

と
し
て
主
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
は
當
事
者
の
宣
誓
で
あ
つ
た
が
、
内
面
的
に
は
、
眞
實
を
述
べ
ん
と
す
る
當
事
者
の
人
格
及
び
當

事
者
の
事
實
に
対
す

る
知
識
が
、
宣
誓
の
保
証
で
あ
つ
た
。
更
に
人
證

や
書
證

が
、
漸
次
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
こ
と
も
實
質

Planck, 
D

G
V

., 
B

d. 
I, 

S. 
15. 

E
ngelm

ann, 
op. 

cit., 
B

d. 
I. 

1,  SS.'51, 
52, 

T
ranslation, 

op. 
cit., 

pp. 
135, 136. 

B
runner-v. 

Schw
erin, 

D
R

G
., 

2. 
A

ufl., 
B

d. 
If , S. 

498 ff. 
(1928).



的
眞
實
探
求
思
想
の
萌
芽
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
の
通
常
訴
訟
手
續

が
公
力
と
私
力
と

の
聯
合
で
あ
る
こ
と
は
前

に
蓮
べ
た
が
、

こ
れ
も

ロ
ー
マ
自
由
入

の
自
己
意
識
に
基
く
も

の
で

あ
る
。
し
か
し

ロ
ー

マ
に
於

て
は
、
法
を
個
人

の
上

に
あ
る
観
念
的
支
配
者
な
り
と
考

へ
た
が
、

ゲ

ル
マ
ン
に
於
て
は
、
個
人

の
自
由
を
固

く
持
し
、
法
を
人
民

の
自
由
意
思

の
必
然
的

一
致

の
結
果
な
り
と
考

へ
た
。

即
ち
、
法
を
自
由
人
全
髄

の
中

に
あ
る
も
の
と
考

へ
た

の
で
あ

る宣
誓

に
は
通
常
二

定
数

の
宣
誓
補
助
者
を
必
要
と
し
て
ゐ
た

(
後
蓮
)
。

當
時
ゲ

ル
マ
ン
民
族
は
素
朴
な
村
落
生
活
を
し
て
ゐ
た

の
で
、

人

の
信
用
し
得
る
や
否

や
に

つ
き
、
更

に
事
實
に

つ
い
て
も
部
落
民
は
知

っ
て
ゐ
た
。

從

つ
て
正
當
な
ら
ざ

る
主
張
を
爲
す
者
は
、
定
撒

の
宣

誓
補
助
者
を
得

る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た

一
、
ゲ
ル
マ
ン
固
有
の
證
據
方
法

=
ニ

ゲ
ル
マ
ン
の
證
據
方
法
と
し
て
は
、

古
く
よ
り
宣
誓
、
神
判
、
人
證
が
存
在
し
、
宣
誓
に
は
更
に
當
事
者

一
人
の
宣
誓

と

宣
誓
補
助
者
と
共

に
す
る
宣
誓
と
が
あ
つ
た
。
而
し
て
如
何
な
る
證
據
方
法

に
よ
る
べ
き
か
は
各
場
合
に
つ
き
定
ま

つ
て
ゐ
た
の
で

あ
り

し
か
も
そ
れ
は
專
恣
的
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も

一
般
的
民
族
信
念
に
於
て
、
要
誰
事
項
の
眞
實
を
獲

見
す
る
に
高

い
蓋
然
性
を
與

へ
る
や
う
に
選
擇

せ
ら
れ
て
あ
つ
た

E
ngelm

ann, op. cit., B
d.  g. 

1, S. 59, T
ranslation, op. cit., p. 

152; B
ethm

annH
ollw

eg, 
op. cit., B

d. IV
, S. 28; 

W
etzell, System

 
des ordentlichen C

ivilprozesses, 3. A
ufl., S. 188 (1878). 

B
runner, D

R
G

., 
B

d. I, SS. 256, 257; Schw
artz, op. cit., SS. 3, 4.

(E
ndem

ann, 
op. 

cit., 
SS. 8, 27, 28)°

(Schw
artz, 

op. cit., 
S. 

12)0

E
ndem

ann, 
op. 

cit., 
S. 

29,



ゲ

ル
マ
ン
固
有
法

の

一
種
た
る
英
國
古
法

の
證
據
方
法
に
つ
き
、
高
柳
教
授
、
イ
ギ
リ

ス
法
系

の
誕
生

(
二
)
、
法
協
六
〇
巻

九
號

一
四

七
九

頁

(
昭
和
十
七
年
)
参
照

。

参
照
。

1

宣

誓

一
四

ゲ
ル
マ
ン
訴
訟
法

に
於

て
最
も
重
要
な
誰
振
方
法
ば
宣
誓
で
あ
つ
た
。

宣
誓
は
立
證
権
を
有
す
る
と
せ
ら
れ
た
當
事
者
が

請
求
自
体

に
つ
き

(
多
く
の
場
合
に
於
て
は
債
務
者
た
る
被
告
が
宣
誓
を
爲
す
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合

の
宣
誓
は
、
責
任
を
負
は

す
と
の
宣
誓
、
即
ち

無
責
宣
誓

冤
責

(罪
)
宣
誓

で
あ
る
)
、

一
定

の
形
式
を
以
つ
て
そ
の

確
言
を
爲
す
の
で
あ
る
。

宣
誓
の
形
式
は
、
初
め
は
魔
法
の
言
葉
を
以
つ
て
鬼
棘
を
呼
び
寄
せ

正
直
な
者
を
支
持
し
不
正
直
な
者
を
罰
す
べ
き
こ
と
を
求

め
て
、
宣
誓
し
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
時

に
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
形
式
も
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
に
至

つ
た
。

こ
の
宣
誓
は
請
求
自
體

に
關
す

る
も

の
で
あ
る
か
ら
、

前

に
述
べ
た

ロ
ー

マ
通
常
訴
訟
手
續

に
於
け
る

に
相
當
す
る
わ
け
で
あ
る

に

よ

わ
ぱ

、

キ

リ

ス
ト
教

以
前

に
於

て
は

、

必

ず
し
も
神
を
呼
寄

せ
る
必
要
な
く
、
自
己
の
武
器
、
船
、
又
は
馬
を
紳

と
同
檬
に
用
ひ
た
。

こ
の
場
合

に
は
、
偽
誓
を
す
れ
ば
武
器
等
が
そ

の
者

の
生
命
を
絶

つ
と
考

へ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。

叉
輕

い
宣
誓

の
代
用
物
と
し

て
は
身
盤

の

一
部
、
自
由
、
名
譽

、
所
有
物
を
賭

け
る
の
み
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で
も
良
か

つ
た
。

ゲ

ル
マ
ン
法
制
史

の
時
代

の
区
分
は
、

フ
ラ

ン
ク
王
國
成
立

(
五
世
紀
末
)
ま
で
を
ゲ

ル
マ
ン
時
代
、

そ
わ
よ
リ

フ
ラ

ン
ク
王
國
崩
竣

(
九

世
紀
末
)
ま
で
を
フ
ラ
ン
ク
時
偲
、
そ
れ
よ
リ
十
五
世
紀
の
絡
レ
ま
で
を
中
世
と
云
ふ
を
通
例
と
す

る
。

一
五

宣
誓
に
は
、
當
事
者
の
み
に
て
之
を
爲
す
場
合

(国
言
o置
)
と
、
一
定
敏
の
宣
誓
補
助
者

と
共
に
之
を
爲
す
場
合
と
が
あ
つ
た
。

宣
誓
補
助
者

と
は
、
宣
誓
す
る
當
事
者
の
信
用
し
得
べ
き
人
間
た
る
こ
と
を
宣
誓
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
宣
誓
が

「清
争

に

し
て
偽
誓
で
な
い
」

旨
を
宣
誓
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
清
浄

に
し
て
偽
誓
で
な

い
と
信
す
る
理
由
は
何
人
に

も
開
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
か
つ
た
。
最
初
は

一
定
数

の
補
助
者
が

一
團
と
な
つ
て
宣
誓
し
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
時
代
よ
り

教
會
の
影
響
の
下
に
補
助
者
が
個
々
に
宣
誓
す
る
こ
と
と
な
り
、
宣
誓
の
成
功
が
以
前
よ
り
も
困
難
と
な
つ
た
。

宣
誓
補
助
者
の
数
は
、
法
源
に
よ
り
、
事
件
の
性
質
に
よ
り
異
な
つ
た
が
、
常
に
法
に
よ
り

一
定
数
が
定

め
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の

数
は
本
來
十
二
人
が
原
則
で
あ
つ
た
が
、
後
に
は
六
人

二
人

が
普
通
と
な

つ
た
。
初
め
は
血
族
中

よ
り
選
ば
れ
た
が
、
後

に
は
血
族
に
限
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
そ
の
選
択
は
全
部
宣
誓
甦
田
事
者
が
之
を
爲
す
こ

と
も
あ
つ
た
が
・
叉
少

く
と
も
血
族
外
の
者
よ
り
の
宣
誓
補
助
者
の

一
部
を
相
手
方
が
選
ん
だ
場
合
も
あ
つ
た

宣
誓
補
助
者

の
敷

の
多

い
例
と
し
て
は
、

が
、
七
十
二
人
を

 (E
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要
求
し
て
ゐ
る

(
金
澤
理
康
教
授
、
ザ
ク
セ
ゾ

・
シ
ユ
ピ
ー
ゲ
ル
、
早
稻
田
法
學
別
冊
第

八
巻
二

一
頁

(
昭
和

一
二
年
)
参
照
)
.
樹

リ
ブ
ア

リ
ァ
法
に
於
け
る
宣
誓
に

つ
き
、
久
保

正
幡
教
授
、

リ
ブ
ア
リ
ァ
法
典

一
七
六
頁

(
昭
和
十
五
年
)
参
照
。

如
何
な
る
場
合
に
當
事
者
の
み
の
宣
誓

(
輩
猫
宣
誓
)
を
以
つ
て
足
り
、
如
何
な
る
場
合
に
宣
誓
補
助
者

と
共
に
す
る
宣
誓
を
必

要
と
し
た
か
は
、
各
注
源
に
よ
り
叉
時
代
に
よ
り
異
な
つ
た
が
、
寧
ろ
前
者
が
例
外
的
で
あ
つ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
自
由

人
の
張
き
自
己
意
識
が
尊
重
さ
れ
て
ゐ
た
と
は
云
へ
、
原
則
と
し
て
宣
誓
補
助
者
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
當

事
者
の
清

浄
し
て
偽
誓
で
な
い
こ
と
を
確
言
し
て
呉
れ
る

一
定
激
の
自
由
人
を
焚
見
し
得
な
い
限
り
、
山
證

に
成
功
し
な
か
つ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟

の
勝
敗
が
被
告
猫
り
の
良
心
の
み
に
無
條
件
に
か
、
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。

ザ
ク
セ

ン
族

は
昔

よ
り
軍
濁
宣
誓
を
認

め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が

ω
豆
o
σq
匹

(
第
十
三
世
紀
)

に
よ
れ
ば
、

軍
狽
宣
誓
と
宣
誓
補
助
者

(
ザ
ク
セ

ン
法
に
於

て
は
、

後
述

の
如
く
、

宣
誓
補
助
者
を
も
證
人

と
云
ふ
)
と
共
に
す
る
宣
誓
と

の
適
用
場
合

の
区
別
は
、
大
髄
衣

の
如
く
で
あ
つ
た

(
一
)
今
日

の
疏
明
に
當
る
場
合
、

即
ち
主
張
を
終
局
的
に
決
定
す

る
の
で
は
な

い
場
合
に
つ

い
て
の
宣
誓

は
軍
獨

宣

誓

で
あ
る
。
(
二
)
主
張
を
終
局
的
に
決
定
す
る
宣
誓

に
つ

い
て
は
主
張

の
内
容
如
何
に
よ
り
、

(
イ
)
軍
純
な
否

定
主
張

の
場
合
、
即
ち
事
實

上
も
法
律

上
も
璽
な
し
に
持

つ
て
ゐ
る
財
物

(
金
銭
、

動
産

、

不
動
産
)

を
與

へ
る
べ
き
責
任
が
な

い
と
の
主

張

の
場
合

に
は
、
原
剥
と
し
で
軍
濁
宣
誓
で
あ
る
。

但
し

(
a
)
そ
の
責
任
を
負
は
ざ
る

こ
と
が
、
債
務
成
立
に
つ

い

て
の
瑞
疵

又
は
債
務

の
消
滅
に
基
く
も

の
な
る
場
合

に
於
て
は
、
宣
誓
補
助
者
と
共
に
宣
誓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
(
b
)
更

に
、

一
般
法

に
於
て
で
は
な

い
が
、
都
市
法

に
於

て
は
、
原
告
が
入
謹
又
は
書
謹
と
共
に
訴

へ
た
場
合
、
即

ち
訴
提
起

に
當
り
原
告
が
、
自
己
の
主
張
を
證
明

す
る
爲

め
に
、
人
證

又
は
書
證

の
申
出
を
な
し
た
場

合
に
は
、

被
告
何
立
證

権
を
有
す

る
も
、
證

人
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G
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B
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(
宣
誓
補
助
者
)
と
共
に
宣
誓
す
る
こ
と
を
要
・す
る
。

(
ロ
)
宣
誓
せ
ん
と
す
る
主
張
が
、

争
あ

る
財
物
を
保
持
す

る
こ
と
を
正
當
化
せ
ん

と
す

る
場
合

に
は
、
殆
ん
ど
常

に
宣
誓
補
助
者
を
必
要
と
す
る
。

人
證

一
六

ゲ

ル
マ
ン
法
に
於
て
は
人
證

は
非
常
に
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
た
.

當
時
の
證
人
は
、
今
日
の
如
く
そ

の
経
験
し
た
事
柄
を
詳

し
く
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
當
事
者
の
主
張
を
、
宣
誓
を
爲
す
こ
と
に
よ
つ
て
肯
定
す
る
か
、
宣
誓
を
担
絶
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
否

φ

定
す
る
か
の
み
で
あ
つ
た

從
つ
て
證
人

は
宣
誓
補
助
者
に
非
常
に
似

て
居
り
、

法
源
に
ょ
つ
て
は

(
例

へ
ば
ザ
ク
セ
ン
・
シ
∴
ピ
'

ー
ゲ
ル
)
雨
者
を
明
確

に
区
別
し
て
ゐ
な
い
。

も
、
表
題
を
證
人

と
せ
ず
に
證
人
宣
誓

と
し

て
ゐ

る
。

を
主
た
る
法
源
と
し
て
記
述
し
て
ゐ
る

と
題
し
て
、
宣
誓
補
助
者
に
つ
職
い
て
蓮

べ
て
ゐ
る
.

に
は

と

云

つ

て
ゐ

る
が

、

に
は

と

云

つ
て

ゐ
る

。

し
か
し
両
者

の
匠
別
は
理
論
上
備
存
す
る
。

宣
誓
補
助
者
は
當
事
者
と
共
κ
宣
誓
し
、

當
事
者

の
宣
誓

の
清
浮
に
し

て
偽
誓

で
な

い
こ
と
を

宣
誓
す
る
に
反
し
、
證
人

は
當
事
者
と
ば
無
関
係

に
直
接
要
謹
事
項
に
っ
い
て
宣
誓
す
る

の
で
あ
る

證
人

は
、
か
く
の
如
く
當
事
者
の
主
張
を
軍
に
肯
定
叉
は
否
定
す
る
の
み
で
あ
つ
た
か
ら
、
そ
の
要
誰
事
項
に
つ
き
知
識
を
有
し

て
ゐ
る
こ
と
の
相
當
に
確
實
な
者
に
限
り
、
證

人
と
し
て
許
さ
れ
た
。
即
ち

、
證

人
と
し
て
許
さ
れ
た
の
は
、

法
律
行
爲
を
爲
す
.
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に
當
つ
て
特
に
あ
る
者
が
將
來
の
證
明

の
爲
め
に
そ
の
行
爲
に
つ
き
認
識
す
べ
き
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
て
あ

つ
た
場
合

(行
爲
證
人

一
定
の
公
知
の
事
項
に
關
す
る
場
合

(公
知
證
人

、
及
び
隣

人
乃
至
部
落
民
が
部
落

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
事
項
に
つ
い
て
證
人

と
な
る
場
合

(部
落
證
人

で
あ
り
、
単
に

偶
然
に
認
識
す
る
に
至
つ

た
者

(
偶
然
證
人

は
證
人

と
し
て
許
さ
れ
な
か
つ
た
。

人
證

の
成
功
に
必
要
な
證
人

の
敏
は
、
各
法
源
に
よ
つ
て
異
な
つ
て
ゐ
た
。
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
れ
ば
、
行
爲
證
人

及
び
公
知
證
人

に
つ
い
て
は
少
く
と
も
三
人
、
部
落
證
人

に
つ
い
て
は
少
く
と
も
七
人
を
要
し
た
。

㈲

如
何
な
る
事
項
が
公
知
の
事
項
で
あ
る
か
は
、
各
法
源
に
よ
り
異
な
つ
て
ゐ
た
が
、
訴
訟
上
の
行
爲
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
す
る
こ

Z
に
つ
い
て
は
プ
致
し
て
ゐ
た
。

五

前
二
者
に
つ
い
て
は
證
人
義
務
が
認
め
ら
わ
た
が
、
最
後
の
部
落
證
人
に
つ
い
て
は
證
人
義
務
が
な
か
つ
た
。

フ

ラ

ン
ク
族

の
支

族

た
る

リ

ブ

ア

リ

ア
族

の
證
人

の
敷

に

つ
き
、

久

保

正

幡
教
授
、
リ
ブ
ア
リ
ア
法
典
一
四
三
亘
屡
照
。

か
く
の
如
く
證
人

の
範
囲

が
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
反
面
と
し
て
、
原
告
が
人
證

を
申
出
た
と
き
は
、
被
告

の
立
證
権
を
奪
ひ
、
立

誰
権
が
原
告
に
蹄
す
る
効
果
を
有
し
た

從
つ
て
重
要
な
る
取
引
に
は
行
爲
證
人

た
る
べ
ざ
者
を
呼
ぶ
こ
と
が
慣
は
し
と
な
つ
た
。
'

ロ
ー
マ
に
於

い
て
儀
式
的
證
人

を
用
ひ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
.

㈹

闘
五
註
四
に
蓮
べ
た
如
く
、
ザ
ク

セ
ン
の
都
市
法
に
於

て
は
、
こ
の
場
合
に
も
被
告
立
證

権
を
失
は
ず

、
そ
の
代
り
被
告
が
宣
誓
補
助
者
(
證

人
)
と
共
に
宣
誓
す
る
こ
と
を
要

し
た
。
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一
七
尚
證
人

の
信
鰻
性
を
増
す
爲
め
に
、

フ
ラ
ン
ク
時
代
に
は
、

一
定
の
財
産
を
持
つ
た
者
の
み
に
設
人
能
力
を
認
め
、
叉
力

ー
ル
大
帝
は
裁
判
官
に
よ
る
證
人

の
自
由
な
る
訊
問
を
も
始
め
た
。
そ
の
訊
問
は
設
人
が
要
誰
事
項
に
つ
い
て
何
等
か
の
知
識
を
持

つ
て
ゐ
る
か
否
か
を
知
る
爲
め
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
り
未
だ
證
據

の
形
式
性
を
全
く
除
去
し
た
と
云
ひ
得
な

い
と
は
云
へ

實
質

的
證
據

主
義

へ
一
歩
接
近
し
た
わ
け
で
あ
る
。
叉
部
落
證
人

に
つ
い
て
は
、
立
證

者

の
相
手
方

に
反
対
證
人

の
提
出
を
許

た

こ

れ
亦
實
質
的
證
據

主
義

へ
の
接
近
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

但

し

は
、
之

に
反
し
、

フ
ラ
ン
ク
時
代

の
人
證
を
も

つ
と
近
代
的
人
證

に
近

い
も

の
、

即
ち
判
決

人

(
判
決
人
が
定
置
的
と
な
り
、

之
を
参
審
員

S
c
h
o
f
f
e
n

と
呼
ん
だ
)

に
要
諺
事
項

に
つ
い
て
の
實

質
的
眞
實
を
確
定
せ

「し
め
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
。

雨
證
人

が

一
致
し
な

い
場
合
に
は
、
雨
護

人
間

の
決
闘

に
よ
り
決
し
た
。

紳

判

コ
八

神
判

に
は
火
判

水
判

籔
判

及
び
決
闘

が
あ
つ
た
。
良
く
用
ひ
ら
れ
た
の
は
火
判
の

一
種
た
る
紳
盟
探
湯

で
あ

つ
て
、L

こ
れ
は
煮
立
つ

て
ゐ
る
湯
の
は
い
つ
た
釜
の
中
か
ら
素
手
で
指
輪
叉
は
石
を
取
り
出
し
、

一
定
期
間
内
に
腕
や
手
が
癒
・ス
る
と
立
證

に
成
功
し
た
の

、

で
あ
る
。
上
記
四
種
の
中
前
三
者
は

一
方
的
神
判
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
後

の
決
闘
は
墜
方
的
紳
判
で
あ
る
。
決
闘
に
於
て
は
、
主

B
runner-v.  

Schw
erin, 

D
R

G
., 

B
d. 

I, 
S. 

579; dieslben, 
G

rundzuge, 
S. 

83; Planirz, 
op. cit., 

S. 95. 

B
runner-v. 

Schw
erin, 

D
R

G
., 

I, 
S. 

579. 
.5-)  

B
ethm

annH
ollw

eg, 
op. cit., 

B
d. 

y, 
SS. 

126, 139-148 (1871)

Schoffen

B
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erin, 

D
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G
., 

B
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I, 
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G
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O
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w
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張

の
正
當

な

者

に
神

が

武

器

の
魔

法

を

通

し

て
勝

利

を

與

へ
る

と
考

へ
ら

れ

て

ゐ

た

の

で

あ

る
。

9

フ
ラ
ン
ク
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
會
は
十
字
紳
判

な
る
稗
判
を
造

つ
た
が
、
之
は
第
九
世
紀

の
初
に
廃
止

せ
ら

れ
た
。

⇔

こ
の
紳
判
は
、
隻
方
的
で
あ
る
か
ら
、

い
つ
れ

の
當
事
者
が
立
謎
権
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
も
な
く
、

他

の
證
據
方
法
と

い
さ

エ
か
趣
を
異

.

に
す
る
。
し
か
し
形
式
的
誰
櫨
方
法
で
あ
る
こ
と
に
は
憂
り
は
な

い
。

,

棘
判
は
證
據
方
法
と
し
て
は
補
充
的
で
あ
つ
た
。
例

へ
ば
、
宣
誓
に
対
し
異
議
を
唱

へ
た
場
合
決
闘
に
よ
り

し
、
叉
非
自
由
人

や
犯
罪
に
よ
り
法
外
人
ど
せ
ら
れ
た
者
の
如
く
宣
誓
を
爲
し
得
ざ
る
場
合
、
或
は
所
要
の
人
数

の
宣
誓
補

助
者
を
得
ら
れ
な
か
つ
た

場
合
に
、

一
方
的
神
判
が
用
ひ
ら
れ
た
。

㊨

被
告
が
宣
誓
の
申
出
を
爲
し
た
場
合
に
、

原
告
は
、
偽

誓
の
嬢
疑
を
理
由
と
し
て
之
を
拒
絶
し
、

神
判
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
て
ゐ
た

国
九

キ
リ
ス
ト
教
會
は
初
め
棘
判
に
好
意
を
示
し
、

そ
の
儀
式
を
キ
リ
ス
ト
教
化
し
、

且
つ
十
字
紳

判

な
る

神
判
方
法
を
作
つ
た
程
で
あ
る
が
、

一
二

一
五
年
ラ
テ
ラ
ン
會
議

に
よ
り
て
棘
判
を
禁
止
し
た
。
神
判
は
こ
れ
に
よ
り
直
ち

に
浩
滅

`

し
た

わ

け
　で
は

な

か

つ

た
が

、

漸

次

用

ひ

ら

れ

な

く
な

つ
た

。

た

球
決

圃

は

中

世

を
通

じ

て
樹

行

は

れ

た
。

9

こ
れ
、
既
に
當
時
に
於

て
、
神
判
に
対
す

る
信
頼
が
う
す
ら

い
で
ゐ
た
事
を
示
す
も

の
で
あ
る

'

⇔

例

へ
ば

(
金
澤
理
康
教
授
、
ザ
ク
セ

ン
・
シ
ユ
ピ
ー
ゲ

ル
、
早
稻
田
法
學
別
冊
八
巻

三
〇
頁
)
は
、
證
據

判
決
に
異
議
申
立
あ
り
た
る
場
合

κ
、
決
闘

に
ょ
り
決
定
す

.
き
こ
と
を
言
明
し
て
ゐ
る
っ

(K
reuzordal)

(B
ethm

annH
ollw

eg, 
op. cit., 

B
d.  V

I, S. 
31)°

B
runner-v. 

Schw
erin, 

G
rundzuge, 

S. 
23; 

E
ngelm

ann, 
op. 

cit., 
B

d. 
I. 

1, S. 
62, 

T
ranslation, 

op. 
cit.,' p. 

155; 

B
ethm

annH
ollw

eg, 
op. 

cit., 
B

d. 
W

, S. 31.

(K
reuzordal)

(B
runner-v. 

Schw
erin, 

G
rundzuge,

S. 
179)°Sachsenspiegel, 

I , 
18. §3
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書
證

二
〇

文
書
が
證
據
方
法
と
し
て

認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ク
時
代
に
於

い
て
で
あ
る
。
し
か
も
眞

に
独
立

の

證
據

方
法
ε
云
ひ
得
る
の
は
、

國
王
の
文
書

の
み
で
あ

つ
た

(國
王
の
文
書
に
は
異
議
を
主
張
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
)。
私
文
書

は
相
手
方
が
之
を
認
め
た
場
合
に
限
り
、
詮
擦

ビ
な
り
得
た
の
で
あ

つ
て
、
相
手
方
之
に
異
議
を
主
張
し
た
場
合

に
は
そ
れ
自
体
證
據

ε
な
ら
す
、
證
人

、
宣
誓
補
助
者
附
宣
誓
、
叉
は
決
闘

に
よ
つ
て

そ
の
内
容
を
證
明

す
る
こ
と
を
要
し
た
。

そ
の
後
も
私
丈
書
を
證
據

ご
し
て
認
め
る
か
否
か
揖
種
族
に
よ
つ
て
異
つ
た
。
南
猫
逸
に
於
て
私
印
の
押
捺
せ
ら
れ
た
文
書
に
は

證
據

力
あ
り

ご
の
法
則
が
作
り
出
さ
れ
、
こ
の
法
則
が
第
十
二
三
世
紀
中
に
漸
次
他
の
地
方
に
も
取
入
れ
ら

れ
る
や
う
に
な

つ
た
。

第
十
三
世
紀
に
は
イ
タ
ジ
ヤ
法
に
倣
つ
て
、
公
證
人

作
成
の
文
書

が
、

先
づ
南
獨
逸
に
於

い
て
、
?

い
で
猫
逸
全
般
に
證
據

ご
し
て
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
公
證
人

は
初
め
は
國
王
に
よ
り
後
に
は
諸
侯

に
よ
り
任
命

せ
ら
れ
、

公
證
人

作
成
の
文
書
は
そ
れ
故
に
公
文
書

ご
し
て
證
據
力
あ
り
ピ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た

F

、

書
誰
に
誰
猿
力
あ
る
ε
き
は
、
人
證

ε
同
様
に
、
宣
誓
等
の
形
式
的
證
據
方
法
に
優
先
す
る
6の
で
あ
つ
た

丈
書
證
人

と
云

ふ
。
前
述

の
行
爲
證
人

の

一
種

で

あ

る
。
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二
、
國
王
裁
判
所
に
於
け
る
特
別
な
證
據

方
法

■=

フ
ラ
ン
ク
王
國
の
成
立
す
る
や
、

國
王
は
自
己
の
裁
判
所

を
設
立
し
た
。
從
來
の
裁
判
所
に
於
て
行

は
れ
た
國
民
法

は
、
原
則
と
.し
て
保
守
的
な
嚴
格
法
で
あ
つ
た
の
に
対
し

、

こ
の
國
王
裁
判
所
に
於
て
行
は
れ
た

鴨

國
王
法

は
、
進
歩
的
な
衡
平
法
で
あ
つ
た
。
そ
の
國
王
裁
判
所
に
於

て
特
別
に
行
は
れ
た
證
據

方
法
と
し
て
、
裁

判
所
證
明

と
糺
問
證
據

と
が
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
は
進
歩
的
誰
篠
方
法
で
あ
り
、
形

式
的
謹
様
主
義
よ
り
全
く
離
れ
て
ゐ
た
。

,

中
世
に
は
こ
れ
ら
が
國
王
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
に
於
て
も
使
用
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。

省
ザ
ク
セ
ン

・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ

ル
及

'

び
之

と
同

一
系

統

の
法

源

は

、
裁

劇

所
證
明

に
類

す

る
検
證

な

る
證
據

方

法

を

も
認

め

て

ゐ

た
。

9

從

つ
て
國
民
法
と
國
王
法
と

の
関
係
は
、

ロ
ー

マ
法
制
史
上
に
於
け
る
市

民
法

と
法
務
官
法

と

の
關

係
、

イ
ギ

リ
ス
法
制
史
上
に
於

け
る
普
通
法

と
衡
平
法

と
の
関
係

と
軌
を

一
に
し
て
ゐ
た

(
久
保
正
幡
教

授
世
良
晃
志
郎
氏
共
認
、
ゾ
ー

ム
、

フ
ラ
ン
ク
法
と

ロ
ー
マ
法
、
課
者
解
説

一
八
頁
)
。
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二
二

い

裁
判
所
證
明

こ
れ
、
判
決
其
の
他
裁
判
所

に
於

で
行
は
れ
た
行
欝
に
關

し
て
の
證
明

で
あ
り
し

國
王
裁
判
所
に
於
て
は
裁
判
所
自
ら
が
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
證
明

し
碍
た
の
で
あ
る
。
中
世
に
於

て
國
王
裁
判
新
以
外
の
裁
判
所

に
於
て
も
こ
の
證
據
方
法
が
用
ひ
ら
れ
る
に
至
り
・
裁
判
所
自
ら
が
證
明

す
る
方
式

(
ザ
ク
セ
ン
式
)

の
外

に
、
當
事
者
が
二
名
叉

は
数
名
の
裁
判
員
と
共
に
證
明
す
る
方
式

(
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
式
)
が
出
來
た
。

こ
の
證
明

は
、
形
式
的
證
據
方
法
に
優
先
し
、
且

つ
こ
の
證
明

に
は
異
議
を
主
張
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
つ
た
か
ら
、
取
引
を

確
實

に
す
る
爲
め
に
豫
め
假
装
訴
訟
を
行
ひ
、
こ
の
證
明

を
利
用
す
お
こ
と
が
廣
く
行
は
れ
た
。

二
三

②
検
證

ザ
ク
セ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
及
び
之

と
同

一
系
統
の
法
源
は
、
裁

判
所
詮
明
以
外
に
検
證
な
る
證
據
方
法
を
も
認
め
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
請
求
の
基
礎
た
る
人
叉
は
物
を
裁
判
所
自
禮
に
認
識
せ
し
め

る
證
據
方
法
で
あ
る
。
裁
判
所
證
明

は
、
裁
判
所
自
ら
が
裁
判
所
に
於
て
行
は
れ
た
行
爲
に
つ
い
て
、
認
識
を
得
る
證
據
方
法
で
あ

る
か
ら
、
検
證

は
こ
れ
に
類
し
た
讃
篠
方
法
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
、
そ
の
敏
果
も
之

と
同
様
で
あ

つ
た

二
四

③

糺
問
證
據

フ
ラ
ン
ク
時
代
に
國
王
裁
判
所

に
於

て
、
部
落
證
人

か

(G
erichtszeugnis)

B
runner-v. 
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S. 
13 f.

(Inquisitionsbew
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ら
糺
問
證
據
な
る
誰
様
方
法
が
發
達
し
、
こ
れ
が
後
の
英
國
に
於
け
る
陪
審
制
度
の
淵
源
を
爲
し
て
ゐ
る
。

前
述
の
如
く
、
本
來
部
落
證
人

に
は
證
人
義
務
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
,そ
の
爲
め
國
王
は
、

王
自
身
が
原
告
た
る
訴
訟
に

於
て
、
不
便
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
國
王
は
、
證
人

を
部
落
民
と
し
て
で
は
な
く
、
臣
下
と
し
て
呼
び
出
し
た
。
こ

れ
糺
問
證
人

で
あ
つ
て
、
臣
下
と
し
て
國
王
の
命
に
從
ひ
證
人

た
る
べ
き
義
務
を
負

ひ
、
且
つ
普
通
の
證
人

の
如
く
軍
に
當
事
者
の
請
求
自
体
を
肯
定
叉
は
否
定
す
る
の
で
は
な
ぐ
、
質
問
せ
ら
れ
た
個
々
の
事
實
に
対
し
答
辯

し
な
け
れ
ば
な

、

ら
な
か
つ
た
。
叉
そ
の
證
言
は
、
普
通
の
證
人

の
證
言

と
異
り
、
原
告
の
爲
め
に
も
被
告
の
爲
め
に
も
役
立

つ
た
。
即
ち

、
糺
問
證

一

.

人

は

ロ
ー

マ
式

の
證
人

で
あ

つ

た

の

で

あ

る
。

、

こ
の
證
人

の
敏
は
通
常
六
人
以
上
で
あ
り
、
十
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
つ
た
。
糺
間
證
人

た
る
べ
き
こ
と
を
命
す

る
権
限
は
、
國
王
叉
は
そ
の
授
権
し
た
者
の
み
に
存
し
た
が
、
教
會
其

の
他

一,定
の
當
事
者
も
之
を
裁
判
所

に
要
求
す
る
権
利
を
有

す
る
に
至
つ
た
。

糺
問
手
續

は
初
め
刑
事
事
件
に
於

て
用
ひ
ら
れ

(
行
政
上
に
も
用

ひ
ら
れ
た
)
、

後
に
民
事
事
件
に
於

て
も
用

ひ
ら
れ
る
や
う
に
な

つ
た
の
で
あ
る
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こ
の
糺
間
の
方
法

に
は
・
個
々
の
讃
ん
に
別

々
に
訊
問
を
爲
し
答
辯

せ
し
む
る
方
法

と
、
数
人
の
證
人
が

一
團
と
な
つ
て
質
附
に

答

へ
る
方
法

と
あ
り
、
後
者

の
方
が
屡
用
ひ
ら
れ
た
。
而
し
て
後
者
に
於

て
は
、
訊
問
事
實
を
肯
定
叉
は
否
定
す
る
の
み
で
あ
つ
て

そ
の
肯
定
叉
は
否
定
を
爲
す
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
な
く
、
從

つ
て
一ゲ
ル
マ
ン
式
證
人

に
よ
り
近
か
つ
た
。
こ
の
後
者
か
ら
後

五

の
陪
審
制
度
が
獲
達
し
た
の
で
あ
る
。

五
E
n
g
e
l
m
a
n
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
B
d
.
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S
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T
r
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n
s
l
a
t
i
o
n
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
p
.
 
1
6
0
,
 
1
6
1
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三
、
ゲ
ル
マ
ン
讃
様
法
の
其
の
後
の
護
展1

二
五

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
も
本
來
形
式
的
.
證
據主
義
で
あ
つ
た
ゲ
ル
マ
ン
の
證
據
法
が
、

滋
次
實
質
的
證
據

主
義

に

接
近
し
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
を
知
り
得
る
・
獨
逸

に
於
け
る
證
據
法
が
全
く
實
質
的
證
據

主
義
ε
な
つ
た
の
は
、
外
國
法
の
輸
入
即
ち

イ
タ
リ
ヤ

・
カ
ノ
ン
法
の
継
受
に
よ
つ
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
可
能
な
ら

し
め
る
素
地
が
、
次
に

述
べ
る
如
く
、
作
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。

=
六

①

裁
判
所
の
構
成

前
述
の
如
く
ゲ
ル
マ
ン
の
裁
判
所
は
、
裁
判
官

と
人
民
集
會
叉
は
そ
の
代
表
者
た
る
判
決
人
と
よ
り

な
つ
て
ゐ
た
が
、
後
に
は
法
律
問
題
に
争
の
な
い
場
合

に
は
、

(
人
民
集
會
叉
は
判
決
人
の
任
務
は
法
を
發
見
宣
言
す
る
こ
と
に
あ

つ
た
の
で
)
裁
判
官
の
み
で
裁
判
を
爲
し
得
る
や
う
に
な
り
、
叉
法
律
問
題
に
孚
あ
る
場
合
に
於
て
も
簡
単

な
事
件
に
つ
い
て
は
、

事
件
を
迅
速
に
解
決
す
べ
き
妙
要
上
爾
當
事
者
の
合
意
に
よ
つ
て
戴
判
官
の
み
の
裁
判
を
受
け
る
や
う
に
な

つ
た
。
他
方
に
於
て
、



人
民
集
會

の
代
表
者
の
み
が
判
決
振
と
な
つ
た
の
は
、
判
決
の
爲
め
集
會
す
る
こ
と
が

一
般
人
の
負
担

と
な

つ
た
か
ら
で
あ
る
が
、

後
に
は
そ
の
代
表
者
た
る
判
決
人
と
裁
判
官
と
が
合
議
體
を
な
し

(
裁
判
官
が
そ
の
合
議
體

の
指
揮
者
)、

裁
判
官
も
判
決
宣
言
に

關
與
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
而
し
て
そ
の
結
果
當
事
者
は
、
そ
の
裁
判
合
議
髄
の
下
に
立
つ
こ
と
と
な
つ
た
。
斯
く
し
て
裁
判
所
の

構
成
が

ロ
ー
マ
系
統
の
法
の
そ
れ
に
近
づ
い
た
。

S
c
h
w
a
r
t
z
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
S
.
 
1
1
.

'

二
七

②

立
證

の
目
的

ゲ
ル
マ
ン
古
法
に
於
け
る
立
證

の
目
的
は
、
當
事
者
の
請
求
即
ち

法
律
的
主
張
自
體

で
あ
つ
て
、
事
實

で
は
な
か
つ
た
が
、
後
に
は
當
事
者
に
法
律
的
主
張
の
證
明
を
許
す
前
に
、
そ
の
主
張
の
基
礎
た
る
事
實
状
態

を
次
第
に
精
確
に
陳

述
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
そ
の
結
果
、

一
方
に
於

て
は
、
陳
述

せ
ら
れ
た
事
實
状
態

よ
り

主
張
せ
ら
れ
た
法
律
的

結
論
を
導
き
得
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
そ
の
當
事
者
の
法
律
的
主
張
を
證
據

を
侯
た
す
し
て
却
下
す
る
や
う
に
な
り
、
他
方
立

證
を
許
す
場
合

に
は
、
立
證

の
目
的
を
、
實
は
當
事
者
の
主
張
し
た
法
律
的
結
論
で
は
な
く
て
、
そ
の
基
礎

を
爲
す
事
實
状
態

で
あ

る
と
考

へ
る
や
う
に
な
つ
た
。

加
之
、
國
王
裁
判
所
に
そ
の
源
を
磯
し
た
裁
判
所
證
明

、
糺
問
證
據

、
及
び
ザ
ク
セ
ン
族
に
行
は
れ
た
検
證
、
並
び
に
漸
次
廣
く

用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
書
誰
は
、
こ
れ

に
よ
り
法
律
的
主
張
自
體
を
決
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
證
明

の
直
接
目
的
は
個
々

の
事
實
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
斯
く
し
て
こ
の
瓢
に
於
て
も
、

ロ
ー
マ
系
統
の
法
に
近
付
い
た
わ
け
で
あ
る
。P
l
a
n
c
k
,
 
L
e
h
r
b
u
c
h
,
 
B
d
.
 
 
I
 
 
,
 
S
.
 
1
5
6
.



二
八
、
③
證
據

方
法
の
改
善

此
等
と
共
に
證
據
方
法
も
改
善
せ
ら
れ
た
。
次
第

に
形
武
的
證
據
方
法
を
去

つ
て
、
實
質
的
證
據

方
法
を
用
.ひ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

イ
、
人
智
の
進
む
に
從
つ
て
、
神
判
殊
に

一
方
的
神
鵯
は
、
事
態
の
眞
相
、
主
張

の
是
非
を
明
ら
か
に
す

る
に
役
立
た
な
い
こ
と

9
㊥

.

が
次
第

に
自
畳
せ
ら
れ
、
漸
次
用
ひ
ら
れ
な
く
な

つ
た
。

e

し
か
し
決
岡
は
中
世
を
通
じ
て
樹
行
は
れ
た
。
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ロ
、
訴
訟
の
勝
敗
を
當
事
者
の
良
心

(
即
ち
宣
誓
)
の
み
に
委
ね
な
く
な
つ
た
。
宣
誓
は
、
素
朴
な
村
落

生
活
を
る
て
ゐ
た
時
代

に
は
眞
實
の
磯
見
を
確
保
し
得
た
。
即
ち
、
宣
誓
は
宣
誓
補
助
者
と
共

に
履
行
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
各
人
の
信
頼
に
値
ひ
す
る

か
否
か
は
そ
の
時
代
に
於
て
は
隣
人
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
信
頼
に
値
ひ
し
な
い
者
は
自
己
の
爲
め
の
宣
誓
補
助
者
を
磯
見
し
得

す
・
結
局
こ
の
證
據

方
法
に
よ
り
眞
實
に
到
達
し
得
た
。
然
る
に
交
通
が
開
け
.
取
引
き
が
擴
大
せ
ら
る
る
に
至
り
、
見
知
ら
ぬ
者

が
近
く
に
生
活
す
る
や
う
に
な
る
と
・
右
の
前
提
が
駐
れ
・
宣
誓
が
眞
實
の
発
見

を
確
保
し
得
な
く
な
つ
た
。
か
く
し
て
他
の
證
據

方
法
を
要
求
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
從

つ
て
都
市
に
於
て
殊

に
著
し
か
つ
た
。
か
く
し
て
證
人
の
制
度
が

⇔

都
市

に
於
て
多
く
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。

⇔
S
c
h
w
a
r
t
z
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
 
S
.
 
1
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;
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n
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r
b
u
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d
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1
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.

ハ
、
人
證

の
制
度
自
體
も
改
善
せ
ら
れ
た
。
證
人

調
が
裁
判
所

の
監
督
の
も
と
に
行
は
れ
、
證
人

を
し
て
軍
に
當
事
者
の
法
律
的



主
張
を
肯
定
す
る
旨
宣
誓

せ
し
め
る
の
み
で
な
く
、
裁
判
所
が
證
人

を
訊
問
し
て
、
證
人

が
そ
の
事
件
に
關
し
知
識
を
有
す
る
や
否

や
を
明
ら
か
に
し
、
更

に
進
ん
で
當
事
者
の
主
張
の

礎
た
る
事
實
関
係

に
つ
き
確
信
を
得
、
以
つ
て
価
値

な
き
證
人

の
宣
誓
を
除

去
す
る
爲
め
の
處
置
を
取
り
得
る
方
向

に
進
ん
だ
。
殊
に
刑
事
事
件
に
於

て
現
行
犯
の
場
合
に

を
證
人

と
し
て
訊
問

す
る
や
う
に
な
り
、

一
般

に
こ
れ
に
倣
つ
て
経
験
證
人

を
許
す
方
向
に
進
ん
だ
。

か
く
し
て
人
證
も
實
質

的
證
據

主
義
の
段
階
に
這
入
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。

は
、
從
來
な
ら
ば
宣
誓
補
助
者
と
な

つ
た
の
で
あ

つ
て
、
こ
れ
宜
誓
補
助
者

よ
り
證

人

へ
の
獲
展

の

一
例
で
あ

る
。

昌
、
更

に
實
質
的
誰
様
主
義
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
自
盟
も
裁
判
所
證
明

及
び
検
證

に
於

て
既

に
採
用
し
て
ゐ

る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

こ
の
證
據
方
法
は
改
善
せ
ら
れ
た
人
證

と
共

に
釜

々
信
頼
を
得
る
に
至
つ
た
。
裁
判
所
證
明

及
び
検
證
を
尊
重
す
る
思
想
を
更
に
獲

展
せ
し
む
れ
ば
、

一
般
の
事
實

に
つ
き
人
證

や
書
證

に
よ
り
裁
判
所
が
確
信
を
得
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
判
決
を
爲
す
と
云
ふ
近
代
的

證
據

法
に
到
達
す
る
こ
と
は
當
然
の
経
路
で
あ
る
。
而
し
て
、
上
述
の
如
く
人
證
は
改
善
せ
ら
れ
、
叉
既
述

の
如
く
書
證

の
使
屠
が

噛

南
獨
逸

よ
り
始
ま
つ
て
、
漸
次
廣
く
且
つ
盆

々
盛
ん
に
行
は
れ
る
に
至
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
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